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第１章 事業概要 

 

第１節 事業の趣旨・目的 

 

 近年、世界中で WEB3 を利用した新たなビジネスが急速に展開されている。

同様に、目覚ましい進歩を見せているのが自然言語生成 AI や画像生成 AI であ

る。このような WEB3 や AI 等の先端技術を活用した業務の変革・効率化とい

う形の DX は一層加速されていくものと予想される。 

すなわち、必然的に新しいビジネスモデルを内在したスタートアップが産業

や経済の活性化を促すことにもなる。このような状況下では、ビジネス化の担い

手となる人材の育成が急務である。 

ビジネス系専門学校は、その分野的特性からスタートアップ教育を導入する

受け皿になり得る。しかし、現状のビジネス系教育には、従来型の資格・検定対

策の講義中心のカリキュラム、新たなトレンドやビジネスモデルに対応した教

育内容の提供の遅れ、産業界と連携した実践的な学習の機会の不十分さ、などの

解決すべき課題も多い。 

そこで本事業では、その解決のために WEB3 及び AI 等の先端技術を利用した

ビジネス化に関する知識教材、そして産学連携による実践的な「スタートアップ

教育」用の PBL 教材を開発する。この成果を広くビジネス系専門学校へ提供す

ることよって、新たなビジネスを創出したり、従来のビジネスモデルに変革を起

こしたりする「スタートアップ DX 人材」の育成を目指す。  
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第 2 節 事業年次計画 
 

〇令和 5 年度 

●プログラム開発情報研究 

・A. スキル選定情報研究  

本事業で開発するスキル標準の項目を選定するため、スタートアップを経験し

た経営者を対象とした情報研究を行う。 

 

・B. 専門学校ビジネス教育情報研究 

事業終了後の普及において様々な学校に活用可能なカリキュラムとするため、

ビジネス系専門学校を対象とした情報研究を行う。 

 

・C. WEB3 及び先端技術系ビジネス事例情報研究 

各種教材のテーマや事例分析対象を選定するため、WEB3 や AI 等の先端技術

を活用したビジネスの事例に関する情報研究を行う。 

 

●教育プログラム開発 

・スキル標準プロトタイプ 

WEB3 や AI 等の先端技術で新規ビジネスを構想する「スタートアップ DX 人

材」に必要な能力の指標のプロトタイプを開発する。 

 

・カリキュラム 

教育プログラムの全体カリキュラムを策定する。 

 

・教材 

グループ学習用 PBL 教材とケーススタディ教材、個人学習用 e ラーニング教

材のプロトタイプを開発する。 

 

・オンライン協調学習環境構築 

 個人学習のための環境とソーシャルラーニング環境を実装したオンライン協

調学習環境を構築する。 
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●実証 

・プロトタイプ実証 

主にプロトタイプ教材とオンライン協調学習環境を用いた実証を行う。 

 

●会議などの開催 

・実施委員会・分科会・ネット打合せ 

事業推進を主導する実施委員会を 3 回、研究分科会を 2 回、教材・実証分科会

を 2 回開催する。適宜、ネットを利用して打合せを行う。 

 

 

〇令和６年度 

●教育プログラム開発 

・スキル標準の改善・修正 

前年度開発したスキル標準のプロトタイプを基盤として、必要に応じて枠組み

や項目を詳細化することにより、改善・修正する。 

 

・カリキュラム導入モデルの作成 

 前年度策定した全体カリキュラムを基盤として、学校のニーズや学生のレデ

ィネスに応じて柔軟に導入できるようなモデルを作成する。 

 

・シラバス 

養成プログラムのカリキュラムにおける個別科目に関して、それらのシラバス

を開発する。 

 

・教材の改訂と追加開発 

前年度の実証講座の結果をもとに、グループ学習用 PBL 教材とケーススタデ

ィ教材、個人学習用 e ラーニング教材のプロトタイプを改訂するとともに、そ

れらの仕様を踏襲した新規教材を追加開発する。 

 

・オンライン協調学習環境アップデート 

前年度の構築した学習環境の機能等を必要に応じてアップデートする。 
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●実証講座 

・本格実証 

前年度の実証実験から得られた課題を修正し、改訂・追加開発した教材を活用

して、より規模を拡大した実証講座を実施する。 

 

●実証講座 

・ネットワーク構築準備 

卒業生や企業等と専門学校によるネットワーク構築のための環境を整備する。

ここでは DAO を想定する。 

 

●会議などの開催 

・実施委員会・分科会・ネット打合せ 

事業推進を主導する実施委員会を 3 回、教材・実証分科会を 4 回開催する。適

宜、ネットを利用して打合せを行う。 
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第３節 実施体制 
 

 本事業を推進するための体制は以下のとおりである。 

 

本事業は、当財団が事業主体として事業推進を主導し、外部機関の参画を得て

主に事業の方針策定などを行う実施委員会とその下で研究・開発・実証の仕様策

定などを担当する分科会により構成される。 
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 本事業の中核となる実施委員会の構成員は以下の通りである。 

 （１）教育機関 

名称 役割等 都 道 府 県

名 

１ 専門学校那覇日経ビジネス 研究、開発、実証 沖縄県 

２ 宮崎情報ビジネス医療専門学校 研究、開発、実証 宮崎県 

３ 千葉情報経理専門学校 開発、実証 千葉県 

４ 専門学校日経ビジネス 研究、開発、実証 沖縄県 

５ 鹿児島情報ビジネス公務員専門学校 開発、実証 鹿児島県 

６ 東京豊島 IT 医療福祉専門学校 開発、実証 東京都 

７ 産業技術大学院大学 開発 東京都 

 

 （２）企業・団体 

名称 役割等 都 道 府 県

名 

１ 一般財団法人 日本教育基盤財団 実施主体、統括 東京都 

２ 一般社団法人 日本経営士会 研究、開発 東京都 

３ 一般社団法人 共創マネジメント推進

機構 

研究、開発、実

証 

東京都 

４ 株式会社リスタートスタイル 

（ベンチャーサポートネットワーク） 

研究、開発 東京都 

５ 特定非営利活動法人 

キャリア教育コンサルティング協議会 

研究、開発 東京都 

６ 特定非営利活動法人 

キャリア・サポート・ネット・おきなわ 

研究、開発 沖縄県 

７ 国際教育システム研究機構 研究、開発、実

証 

東京都 

８ ジョルダン株式会社 開発 東京都 

９ vizo 株式会社 研究、実証 神奈川県 

10 エスディーテック株式会社 開発 東京都 

11 スペース・オブ・ファイブ株式会社 研究、開発 東京都 
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12 株式会社サイプレス 開発、実証 千葉県 

13 ジェイアイティーグローバルサポート 

株式会社 

研究、開発 東京都 

14 デジタルアクト株式会社 研究、開発 京都府 
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第２章 教育プログラムの開発 
 

 本章では、今年度取り組んだ教育プログラムの開発について説明する。今年度

は、「スキル標準の改善・修正」「カリキュラム導入モデルの作成」「シラバスの

作成」「教材の改訂と追加開発」「オンライン協調学習環境」の５種類の取り組み

を行った。 

 

第 1 節 スキル標準の改善・修正 

 

 本事業では、WEB3 や AI 等の先端技術で新規ビジネスを構想する「スタート

アップ DX 人材」に必要なスキル・知識・マインド等を整理した指標として、ス

キル標準を開発する。昨年度はそのプロトタイプとして、スキル・知識・マイン

ド等に関して項目を特定し、その枠組みであるプロトタイプを設定した。今年度

はスキル標準のプロトタイプを基盤として枠組みや項目の精査を行った。その

結果、「スタートアップ」に関する分野と「技術」に関する分野から構成される

「スタートアップ DX 人材スキル標準」を完成させた。まずは、分野と知識・ス

キル群、具体的な知識・スキルの項目を整理した表を提示する。 

 

分野 知識・スキル群 具体的な知識・スキル項目 

スタート 

アップ 

ビジネス知識 

市場分析力 

競合分析力 

ビジネスモデルの構築 

デザイン思考 

ユーザーニーズの理解 

問題定義 

発想 

プロトタイプとテスト 

コミュニケーションと 

チームワーク能力 

コミュニケーションスキル 

フィードバック能力 

協力と共感能力 

調整能力 

イノベーションと 

問題解決能力 

創造力 

問題分析力 
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柔軟性と適応力 

プロジェクト 

マネジメントと 

時間管理のスキル 

計画立案能力 

タイムマネジメント 

リーダーシップ 

技術 

WEB3 

WEB3 知識 

スマートコントラクトと開発 

トークンエコノミーとビジネスモデル 

法規制と倫理 

WEB3 マーケティングとコミュニティ運営 

AI 等の先端技術 

AI 知識 

データ活用と開発 

AI ビジネスモデルと応用事例 

法規制と倫理 

AI マーケティングと導入推進 

 

さらに、これらの具体的な知識・スキル項目を以下の 3 段階でレベル分けし

た。 

・レベル３：新規ビジネス立案に活用できるレベル 

・レベル２：実際にビジネスにおいて実践できるレベル 

・レベル１：基礎的なことが身についているレベル（専門学校卒業時の目標） 

 

例として「スタートアップ」分野の「ビジネス知識」内の「市場分析力」のレ

ベル分けを以下に提示する。 

 

具体的な知識・スキル項目 レベル 説明 

市場分析力 ３ 

・複数の市場データを総合して、将来の市場

動向を予測できる。 

・データ分析をもとに、市場の課題を特定

し、ビジネスチャンスを明確にできる。 

・新規市場への参入戦略や、事業拡大に向け

た提案を作成できる。 
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２ 

・PEST、3C、SWOT 分析を用いて、特定の

市場を構造的に分析できる。 

・顧客ニーズや市場動向をリサーチし、定性

的・定量的なデータに基づいたレポートを

作成できる。 

・市場におけるギャップや未開拓の機会を

見つけることができる。 

１ 

・市場規模、成長率、トレンドなどの基本的

な指標を理解できる。 

・PEST 分析や 3C 分析など、基本的なフレ

ームワークの意味を知っている。 

・市場における主要なプレイヤーを把握で

きる。 

 

「スタートアップ DX 人材スキル標準」の全体像は本報告書の附録に収録し

ている。  
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第２節 カリキュラム導入モデルの作成 
 

本節では、本事業で開発する教育プログラムの専門学校へのカリキュラム導

入モデルを提示する。カリキュラムに関しては、昨年度以下の表のように具体化

し、策定した。 

 

科目群 科目群の概要／構成科目 時間数 学習形態／方式 

スタートアップ 

演習（PBL） 

科目群 

WEB3 や AI 等の先端技術を活用した新

規ビジネスの創出をテーマとしたプロジ

ェクトを実施する。学生によるグループ

ワークと発表を中心として、講師による

講義も実施する。 

➡構成科目：スタートアップ演習トライ

アル、スタートアップ演習アドバンスド 

合計 

630h 

教室および 

オンラインでの 

演習 

（集合学習） 

ビジネス研究演習 

（ケーススタディ） 

科目群 

WEB3 や AI 等の先端技術を活用した新

規ビジネスに関する取り組みを先行事例

として紹介し、それらの新規性や活用し

たテクノロジー、将来性や課題等につい

て分析する。 

➡構成科目：WEB3 ビジネス研究、先端

技術ビジネス研究 

合計 

270h 

ビジネス基礎 

科目群 

新規ビジネスの創出とスタートアップに

際して必要となるビジネスや企業に関す

る基礎的な知識を身に着ける。 

➡構成科目：事業戦略、プロジェクト管

理、IT リテラシー、ビジネスフレームワ

ーク、データ分析、プレゼンテーション、

アントレプレナーシップ（起業家精神） 

など 

合計 

540h 

教室での講義 

（集合学習） 

または 

オンラインの 

講義コンテンツ 

（個人学習） 

【任意選択】 

WEB3 科目群 

ブロックチェーン技術によって実現され

る 次 世 代 の イ ン タ ー ネ ッ ト で あ る

「WEB3」について、実際の事例をもとに

合計 

135h 
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基本的な概念や用語について説明して

く。 

➡構成科目：WEB3 概論、ブロックチェ

ーン、DAO、NFT、暗号資産、メタバー

ス 

AI・先端技術 

科目群 

現在人々の生活の上で活用されている

AI 等の先端技術について、個別の技術ご

とに活用事例を交えながら導入となる情

報の解説していく。 

➡構成科目：AI 概論、ビジネス活用、デ

ータリテラシー、AI マーケティング、倫

理・法規制 

合計 

135h 

 

本事業で開発したカリキュラムについて、各専門学校のニーズ等に合わせ、導

入の程度に応じて①～③の３段階にわけて導入モデルを検討した。 

 

〇モデル①卒業演習系科目への一部導入 

第一のモデルは、ビジネス系学科の 2 年次（または卒業年次）の卒業演習にお

いて「スタートアップ演習（PBL）科目群」の PBL 演習とその関連科目のみを

導入するという方法である。本事業で開発した PBL 演習用の教材は、短いもの

で 45 時間程度から導入できるため、例えば 2 年次の後半のみ導入するというこ

とも可能である。また、PBL に関連する科目として、講義科目である「ビジネ

スフレームワーク」や「スタートアップ人材のための DAO」などは 1 科目当た

り 22.5 時間または 45 時間を想定している。このような科目を PBL 演習ととも

に導入することにより、PBL の内容への理解がより深まる。 

 本モデルの目的は、卒業直前の演習として短期間かつ集中的に PBL の実践経

験を提供する点にある。学生は、45 時間程度の PBL 演習を通じ、テーマ設定、

プロジェクト進行、成果発表という一連のプロセスを体験し、既存の知識を実際

の課題解決へと昇華させるとともに、チームワークや問題解決能力を養う。さら

に、プロジェクト進捗の評価、発表内容、協働作業の質を基にしたフィードバッ

クを実施し、次年度以降のカリキュラム改善へと結びつけることを狙いとして

いる。 
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モデル②既存学科にコースとして部分的導入 

第二のモデルは、専門学校内で専攻コースが分かれる 2 年次などにおいて、

スタートアップ演習（PBL）科目群をカリキュラム全体の半分程度として実施す

る方式である。1 年間にわたるプログラム運営により、基礎知識の習得から実践

演習までを段階的に深化させることが可能となる。前期には理論やケーススタ

ディを通じて WEB3 や AI 等の先端技術の活用事例を学び、後期には実際のプロ

ジェクトに取り組むことで、知識を実践力に結び付ける。 

さらに、企業との連携講義やワークショップを実施し、現場のリアルな事例に

基づく学びを促進する。また、ビジネス研究演習（ケーススタディ）科目群の導

入により、WEB3 関連のビジネス事例の分析や多くの講義を実施し、PBL に必

要な前提知識および関連知識を充実させる。加えて、教員研修や学内外のフィー

ドバック体制の強化を通じ、学習効果の見える化と継続的なプログラム改善を

実現する仕組みを整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

モデル③学科新設としての全体導入 

第三のモデルは、ビジネス系学科の新設またはカリキュラム再編に伴い、スタ

ートアップ演習（PBL）科目群を中心とした全体カリキュラムまたはその大半を

導入する方式である。1 年次から DX やスタートアップに関する基礎知識の習得

を開始し、各学年において明確な到達目標を設定することで、段階的かつ体系的

に学習内容を深化させる。初年度は、基礎概念の習得と簡単な事例研究を通じた
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理解の醸成を図り、２年次以降は、実践的なプロジェクト演習やケーススタディ

を取り入れることで、理論と実践の統合を目指す。 

学年ごとに難易度やテーマを段階的に高め、最終年度においては、高度なビジ

ネスプランを立案可能なレベルまで学生の能力を引き上げるロードマップを構

築している。さらに、企業連携やインターンシップの機会を積極的に整備するこ

とで、学生が実際のビジネス現場に参画し、実績をポートフォリオとして形成で

きる仕組みを確立する。また、定期的なフィードバックや修了後のフォローアッ

プ調査を実施し、カリキュラムの評価と継続的な改善を図ることで、専門学校全

体の DX 人材育成における先進的な取り組みとしての地位を確固たるものにす

る。 
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第３節 シラバスの作成 
 

本節では、本事業で作成したシラバスについて説明する。 

本事業で開発した教材を活用する個別科目に関して、学習内容や学習目標、詳

細なスケジュール、評価方法などを整理し、シラバスとして体系化された表にし

た。以下に例として「地方創生Ⅰ」のシラバスを提示する。 

  



18 

 

 

第４節 教材の改訂と追加開発 

 

本節では、今年度実施した教材の改訂と追加開発について説明する。 

今年度は PBL 教材の新規開発、ケーススタディ教材の追加開発、講義教材（ま

たは個人用 e ラーニング教材）の「スタートアップ人材のための DAO」の改訂、

「ビジネスフレームワーク講義」の追加開発、「ビジネスフレームワーク：ケー

ススタディ」の改訂と追加開発、「地方創生とは何か」の新規開発を行った。 

 

第１項 「DAO による地方創生 PBL」 

 

本教材は DAO を活用した地域創生ビジネスの立案をテーマとしている。地域

における課題を解決にむけた検討を行うとともに、DAO のような近年登場した

新たなビジネスモデルにもとづいた新規事業を立案する能力を醸成させること

が目的である。教材の構成は、PowerPoint のスライド教材で講義資料とワーク

シート全 87 ページからなっており、学生はグループを組んで課題に取り組んで

いく。PBL の学習プロセスと取り組む課題は以下の表のようになっている。 

 

学習プロセス 課題 

オリエンテーション ― 

STEP１ 事例調査 ・地方創生の理解 

・地方の課題の抽出 

・DAO の仕組みの理解 

・DAO による地方創生の事例調査 

STEP２ 着想・発想 ・グループごとに DAO ビジネスのアイディアの考案 

STEP３ 検証・分析 ・自グループの DAO ビジネスを分析 

 ①SWOT 分析 

 ②ポジショニングマップ 

・自グループの DAO の組成を整理 

STEP４ 計画立案 ・自グループの DAO ビジネスを可視化 

 ①ビジネスモデルキャンバス 

 ②収益モデル 

・事業計画と財務計画の理解と作成 



19 

 

 

     講義用資料            ワークシート記入例 

本教材と合わせて、ワークシートの回答例と講師用の指導ガイドを作成した。

回答例は模範解答というわけではなく、ワークの回答としてどのようなポイン

トを押さえるべきかの参考として用意している。したがって、授業においてワー

クに取り組む前や途中に学生に提示することによって、学生の成果物の質を向

上させたり、見直しを促したりすることも可能である。指導ガイドは講師が使用

することを想定している。これまでに PBL のような演習系の授業の経験があま

りない講師であっても、このガイドを活用することで、授業の運用方法や指導の

ポイント、評価方法などを詳しく知ることができる。 

 

ワーク回答例              指導ガイド 
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第２項 「地方創生 DAO ビジネス事例研究」 

 

本教材は昨年度開発したケーススタディ教材の構成やデザインを踏襲して開

発を行った。今年度の開発では、本事業で開発する教育プログラムのメインであ

る PBL のテーマに合わせて、地方創生を目的として DAO を組織・運営してい

る事例を以下のように 15 個集めた。 

 

 プロジェクト名 概要 

1 PlanetDAO 地域の歴史的建造物を宿泊施設として再生 

2 おさかなだお長崎 水産業の流通における課題解決とブランディング 

3 塩尻 DAO NFT 導入による関係人口創出 

4 FurusatoDAO 岩手県紫波町における Web3 タウン構想を推進 

5 くだものおすそわけパスポート 和歌山の地域活性化とフードロスの削減 

6 最果ていきもの学校 漁師編 オンラインで道東の両氏とつながる 

7 みちのく DAO 東北経済圏の拡大と地方銀行の活性化 

8 デジタル城下町プロジェクト お城ファンが作る Web3 型コミュニティ 

9 天龍峡 Local DAO 消費される観光地から共創する故郷へ 

10 椎葉 Local DAO 「神楽」モチーフのデジタル住民票 NFT 

11 
瀬戸内を旅する 

熟成ワインプロジェクト 
トークンによるワインの優先販売 

12 寺 DAO 寺院と伝統職人を継続的に支援 

13 絶景九州 3.0 Web3 で進化する共創型写真コミュニティ 

14 #旅するジモト 6 つの地域と都市住民がつながる 

15 DAO ヶ島 日本一人口の少ない自治体の地方創生 

 

ケーススタディ教材は全 341 ページの PowerPoint のスライド形式で、事例

情報シートとワークシートに分かれている。事例情報シートでは「対象の概要」

「取り組み内容」「期待される効果」「今後の展望」に分けて事例の情報が画像と

ともに詳細に記載されている。ワークシートにはグループで検討する課題が 3

つ設定されており、2 つが事例情報シートを読み込んで解く課題、1 つがグルー

プでディスカッションをして回答を検討する課題となっている。 
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事例情報シート            ワークシート 

 

 また、ケーススタディ教材に関しては指導ガイドと回答例を一体化して作成

した。 

指導ガイドの「本講座の目的」    指導ガイドの「回答例と考え方」 

 

 

第３項 「スタートアップ人材のための DAO」 

  

本教材は、昨年度試作した「スタートアップ人材のための DAO」の改訂版と

して開発した。昨年度の試作では DAO に関連する内容を網羅的に取り扱ってお

り、DAO について一通りすべてを知りたいというニーズにこたえる内容となっ

ていた。一方で、難易度は少々高めに設定されており、WEB3 やブロックチェー

ンなどの関連概念をあまりよく知らない学生には理解が難しい可能性がある箇

所も散見された。さらに、昨年度の試作終了後の令和 6 年 4 月に DAO に関する

法律が一部改正されたことで、内容をアップデートする必要性が生じた。そこで、
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今年度は「スタートアップ人材のための DAO」をについて以下のような方針で

改訂した。 

 

①取り扱う内容を、PBL 教材「DAO による地方創生 PBL」を実施する際に必

要となる前提知識に絞り、足りない内容は新たに追加 

②専門的な内容は説明の難易度を落とし、技術面の前提知識が少ない学生に 

もわかりやすいように変更 

③法律や DAO を取り巻く環境で昨年度の試作以降で変更があったことを反映 

 

教材は PowerPoint の全 50 ページのスライド形式で開発しており、ノート部

分に説明のポイントを記載した。また、ノートの説明をもととしたナレーション

を作成することで動画教材化も同時に実施しており、e ラーニング環境で個人学

習を行うことができるようにした。教材の構成は以下のようになっている。 

 

1 ガバナンス 

 1-1 従来の組織との違い 

 1-2 投票システム 

 1-3 ガバナンストークン 

 1-4 エコシステム 

 1-5 コミュニティ構築 

 1-6 透明性と信頼性の確保 

 

2 技術 

 2-1 WEB3.0 

 2-2 ブロックチェーン 

 2-3 スマートコントラクト 

 2-4 暗号資産・トークン 

 2-5 トークンエコノミー 

 2-6 ウォレット 

 

3 セキュリティ 

 3-1 スマートコントラクト 
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 3-2 資産管理 

4 規制対応 

 4-1 規制状況 

 4-2 法的解釈 

5 ツール 

 5-1 コミュニケーション 

 5-2 ウォレット 

 

DAO のコミュニティについての解説   スマートコントラクトに関する解説 

 

第４項 「ビジネスフレームワーク講義」 

  

これまでに当財団では『SWOT』『ポジショニングマップ』などビジネスフレ

ームワークの概要と活用方法を講義するためのスライド教材と動画教材「ビジ

ネスフレームワーク講義」を各 16 本ずつ開発してきた。今年度は PBL 教材「DAO

による地方創生 PBL」においてビジネスの可視化の一環として活用しているフ

レームワーク「収益モデル」について、その概要を詳しく説明する『収益モデル』、

実際の活用方法や他のフレームワークとの組み合わせ方などを解説した『収益

モデル発展版』の開発を行った。まずは、全 28 ページのスライド教材および説

明するノート原稿による教材として開発し、あわせて動画教材かも実施した。 
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『収益モデル』スライド教材    『収益モデル発展版』動画教材 

（ノート略）              

 

第５項 「ビジネスフレームワーク：ケーススタディ」 

  

昨年度本事業では、先述した「ビジネスフレームワーク講義」の内容を踏まえ

て、架空の企業の情報からビジネスフレームワークを実際に活用するためのワ

ーク教材「ビジネスフレームワーク：ケーススタディ」を開発した。昨年度は 7

つのテーマで試作を行ったが、今年度はまずデザインや分析対象となる企業の

情報を拡充したうえで、さらに 4 つのテーマを追加開発し、11 個のテーマから

なる教材とした。また、この教材のワークはお題となる企業情報からある程度明

確な正解を導くことができることから、模範解答としての解答例も同時に作成

した。その結果、計 159 ページの説明用のノート付きスライド教材が完成し、

そしてすべてのテーマについて動画教材化も行った。以下にすべてのテーマを

提示する。 

 

 テーマ 開発方針 

1 SMART 昨年度試作の改訂 

2 PEST 分析 昨年度試作の改訂 

3 SWOT 分析 昨年度試作の改訂 

4 クロス SWOT 分析 昨年度試作の改訂 

5 SWOT＋クロス SWOT 分析 今年度追加開発 

6 ポジショニングマップ 昨年度試作の改訂 

7 SWOT＋ポジショニングマップ 今年度追加開発 
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8 ペイオフマトリクス 昨年度試作の改訂 

9 ビジネスモデルキャンバス 昨年度試作の改訂 

10 収益モデル 今年度追加開発 

11 ビジネスモデルキャンバス＋収益モデル 今年度追加開発 

課題を提示するページ             解答例 

（ノート略）              （ノート略） 

 

第６項 「地方創生とは何か」 

  

本教材は PBL 教材「DAO による地方創生 PBL」の前提知識となる地方創生

について詳しく扱った教材である。教材の構成は以下のようになっている。 

 

1 地方創生の概要 

 1-1 地方創生とは 

 1-2 日本が抱える課題 

 1-3 関連法案①「まち・ひと・しごと創生法」 

 1-4 関連法案②「デジタル田園都市国家構想」 

 1-5 地方創生の 4 つの柱 

 1-6 地域資源の活用 

 1-7 地方創生 SDGs 

 

2 地方創生を支える仕組みやツール 

 2-1 地域経済分析システム（RESAS） 

 2-2 官民連携（PPP/PFI） 
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 2-3 DMO 

 2-4 交付金制度 

 2-5 関連用語 

 

3 地方創生の事例 

 3-1 地方における安定した雇用の創出 

 3-2 地方への新しい人の流れをつくる 

 3-3 若い世代の結婚・出産・子育ての希望実現 

 3-4 時代に合った地域、安心なくらし 

 3-5 官民連携による地域再生計画① 

 3-6 官民連携による地域再生計画② 

 3-7 広域連携による地域再生計画 

 3-8 地域再生推進法人の取り組み① 

 3-9 地域再生推進法人の取り組み② 

 

4 地域資源の活用とビジネス機会 

 4-1 地域資源とは何か 

 4-2 地域資源の活用方法 

 4-3 デジタル技術を活用した地方創生 

 4-4 インバウンド観光と地域経済の発展 

 4-5 地域商社の役割 

 

5 地方創生の課題 

 5-1 地方創生の実情：現状の成果と課題 

 5-2 人材不足と若者の流出 

 5-3 住民意識と巻き込みの難しさ 

 5-4 財源や予算配分 

 5-5 成果が出るまでの時間的な課題 

 5-6 デジタル技術の導入における格差 

 5-7 地域間の競争 

 5-8 環境負荷低減の必要性 
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6 地方創生の未来 

 6-1 テレワークと移住促進による地域の再生 

 6-2 再生可能エネルギーと地域振興 

 6-3 デジタル技術が変える地方の未来 

 6-4 広域連携プロジェクト 

 6-5 持続可能な観光と地域資源の保護 

 

本教材も他の講義教材と同様に全 50 ページの PowerPoint のスライド形式で

開発しており、ノート部分に説明のポイントを記載した。また、ノートの説明を

もととしたナレーションを作成することで動画教材化も同時に実施しており、e

ラーニング環境で個人学習を行うことができるようにした。 

地方創生の概念の説明         地方創生の実際の事例 

（ノート略）             （ノート略） 

 

第５節 オンライン協調学習環境のアップデート 

 

昨年度は Discord を中心としたツールの学習環境、Aragon による DAO、独

自に構築した教育型 DAO といった 3 パターンの学習環境をテストとして試作

した。今年度はその 3 つの環境ついて検証を行った結果、以下のような理由か

ら Discord 内で構築した DAO 環境をオンライン協調学習環境として採用する

こととした。 

①Aragon による環境では異なった種類のトークンの発行や意思決定での投票

など完全な DAO 環境を構築することができる。しかし、運用するうえで

イーサリアムといった暗号資産をガス代（DAO 使用の手数料）として使う
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ことが避けられない。これを学校に導入する場合には、教員や学生にも暗

号資産を使用するという負担を強いてしまうことになる。このガス代は

DAO 環境の中で発言をしたり、成果物をアップロードしたりという行動を

とるごとに増えていく。つまり、積極的に学習に参加すれば参加するほど

金銭的な負担が増すということになる。もしガス代を学校が負担するとし

ても、学生の学習が盛んになればなるほど学校に大きな負担がかかるよう

になり、DAO 環境を導入するメリットをデメリットが上回ってしまう可能

性が高い。このような状況から、Aragon による環境を学校教育の場に導入

するのは現実的ではない。 

②独自に構築した教育型 DAO の場合は、機能や設定を当財団の決めた仕様

に沿って構築することができる。そのため、ガス代が極力かからない、あ

るいはまったくかからないという設定での構築も可能である。ただ、この

場合プラットフォームを使っての環境開発ではないため、かなりの期間と

工数をかけて開発しなければならない。それに伴い、実際に各学校に DAO

環境を実装するとなると開発と運用・保守の費用が高くならざるを得な

い。したがって、教育機関への導入という場合にはこの方法も難しくな

る。 

③Discord での環境開発において昨年度までに最も大きな問題であったの

は、Discord 自体は一種の SNS ツールであり、DAO 環境として機能させ

るには様々な Bot という拡張機能を追加しなければならなかったことであ

る。これにより、例えばガバナンストークンやリワードトークンとしての

NFT を配布する際や、その NFT を DAO のメンバーであるという証明に使

用して意思決定の投票に参加する際にも、Discord 外部の機能を一度通す

など非常に複雑なプロセスを経なければならなかった。しかし、昨年新機

能が公開された結果、Discord の内部の機能として投票を行うことができ

るようになった。これにより、上記のような煩雑なプロセスを経ることな

く意思決定がスムーズに行えるようになった。さらに、今年度事業におけ

る継続的な情報収集や検証から、Discord 外部を通すことなく参加者の貢

献度を測ることができる Bot など、便利な機能を確認・実装することがで

きた。 
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本事業で構築した Discord 内の DAO 環境は PBL の演習実施に最適化されて

いる。  

 

 上の画面では「オリエンテーション」というカテゴリー内の「講義資料」と

いうチャンネルを開いている。ここでは PBL 教材の共有や事前学習としてのビ

ジネスフレームワーク動画などが提供されている。「オリエンテーション」以降

は PBL 演習における学生のグループごとのカテゴリーになっており、学生は各

自自身の所属するグループ内でやり取りを行ったり資料を共有したりすること

ができる。さらには、この各チャンネル内で投票を行うことも可能になっている。 
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上の画面は後述の実証講座において、学生がグループ内で検討しているＤＡ

Ｏビジネスのアイディアについて投票を行っている様子である。このように、Ｄ

ＡＯ環境の中でグループを一種のＤＡＯと規定し、学習を進めることができる

ようにした。また、グループ内でディスカッションを行う場合などに投稿を行う

とポイントが入り、一定の量がたまるとレベルがアップするという機能を、Bot

を活用して実装した。これはＤＡＯ環境における一種のリワードトークンと考

えて設定しており、さらにこれによりグループへの学生個人の貢献度が可視化

される。 
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第３章 講座の実証 

 

 本章では、本事業の講座の実証として「本格実証（専門学校における実証講

座）」と「体制の構築」という 2 種類の取り組みを実施した報告を行う。 

 

第１節 本格実証（専門学校における実証講座） 

 

本事業では昨年度、試作した DAO 環境の検証を目的とした実証を実施してい

た。今年度は主に PBL 教材「DAO による地方創生 PBL」を中心とした教育プロ

グラムの実証をメインの対象として実証を行うこととした。さらに、Discord に

よる PBL 学習に特化した DAO の教育環境の開発が当初の計画より前倒しで仕

上がった。それにより、当初の計画では、DAO の教育環境を活用せず、PBL を

中心とした実証講座を複数の専門学校で実施することを検討していたが、DAO

の教育環境を使用できることになった。そこで、実証講座の対象は 1 校として、

教育プログラムと DAO の教育環境の両方を検証するという本格実証として実施

することとした。以下に、実証の概要を記載する。 

 

実証実施校 専門学校那覇日経ビジネス（日経教育グループ） 

学校所在地 沖縄県那覇市 

対象学科 キャリアビジネス科 

参加学生人数 20 名 

活用教材 ①PBL 教材「DAO による地方創生 PBL」 

②講義教材「ビジネスフレームワーク講義」 

 ・『SWOT 分析』 

 ・『ポジショニングマップ』 

 ・『ビジネスモデルキャンバス』 

 ・『収益モデル』 

実施日時 第 1 回：1/22(水) 11:20 - 13:10 

第 2 回：1/29(水) 11:20 - 13:10 

第 3 回：1/31(金) 11:20 - 13:10 

第 4 回：2/5 (水) 11:20 - 13:10 

第 5 回：2/7 (金) 11:20 - 13:10 
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第 6 回：2/10(月) 14:10 - 16:00 

 

グループのディスカッションの様子    学生による成果物の発表の様子 

 

講師による講義の様子  

 

 さらに、実証講座の各回で実施した内容を以下のように整理した。 

回 実施内容 アウトプット 

1 

〇オリエンテーション 

〇STEP１ 事例調査 

・地方創生の理解 

・地方の課題の抽出 

・DAO の仕組みの理解 

・DAO による地方創生の事例調査 

（資料作成まで） 

・地域創生のワークシート 

・地方課題シート 

・DAO の仕組みと特徴のワークシート 

・事例調査シート 

2 

〇STEP１ 事例調査 

・DAO による地方創生の事例調査 

（発表から） 

・アイディアシート 
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〇STEP２ 着想・発想 

・グループごとに DAO ビジネスの 

アイディアの考案 

3 

〇STEP３ 検証・分析 

 ・自グループの DAO ビジネスを分析 

①SWOT 分析 

・SWOT 分析シート 

4 

〇STEP３ 検証・分析 

 ・自グループの DAO ビジネスを分析 

②ポジショニングマップ 

 ・自グループの DAO の組成を整理 

（資料作成まで） 

・ポジショニングマップシート 

・DAO の組成シート 

5 

〇STEP３ 検証・分析 

 ・自グループの DAO の組成を整理 

（発表から） 

〇STEP４ 計画立案 

・自グループの DAO ビジネスを可視化 

①ビジネスモデルキャンバス 

・ビジネスモデルキャンバスシート 

6 

〇STEP４ 計画立案 

・自グループの DAO ビジネスを可視化 

②収益モデル 

・事業計画と財務計画の理解 

・収益モデルシート 

 

アウトプットとなるシートは Discord を通して提出・共有を行った。また、学

生は各自グループにおいてアイディアを整理する際や意思決定の際に投稿や投

票など Discord 上の DAO 環境を使っていた。Discord 自体は一般的に広く認知

され、非常に使用しやすい SNS ツールであるため、このツールの使い方に戸惑

ったり、うまく使えず進行に支障をきたしたりする事態は起きなかった。 

実証講座の理解度などを検証する目的で一定の学習内容のまとまりが終わる

ごとにアンケートを実施した。回答項目は「よく理解できた」「理解できた」「少

し理解できた」「理解できなかった」の 4 択となっている。その結果を次に提示

する。なお、体調不良や入院、就職活動・インターンシップ関連が理由での公欠

もあり、アンケート項目によっては回答が 20 人に達していない場合もある。 
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①「STEP１ 事例調査」の内容は理解できましたか。 

 

②「STEP２ 着想・発想」の内容は理解できましたか。 

 

③「STEP３ 検証・分析」の SWOT の内容は理解できましたか。 
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④「STEP３ 検証・分析」のポジショニングマップ の内容は理解できましたか。 

 

⑤「STEP３ 検証・分析」の DAO 組成の内容は理解できましたか。 

 

⑥「STEP４ 計画立案」のビジネスモデルキャンバスの内容は理解できました

か。 
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⑦「STEP４ 計画立案」の収益モデルの内容は理解できましたか。 

 

⑧「STEP４ 計画立案」の事業計画・財務計画の内容は理解できましたか。 

 

理解度という面では、全体的に見て多くの学生が内容を理解しながら PBL の

学習を進めることができたことが分かった。特にプロセスを進めていくたびに

「よく理解できた」の割合が増えていっている傾向にある。当初は慣れないグル

ープワークや初めて取り組む内容に戸惑いも見られたが、学習を進めていくう

ちに多くの学生は適応できていったと理解される。さらに、講座終了後のアンケ

ートでの自由記入の意見・感想は以下のようになっていた。（一部誤字・脱字や

個人情報に関わる記述修正済み） 

 

⑨意見・感想などを自由に記入してください。 

・良い学びになった。 

・少しは起業に興味がわきました。でもとても難しい授業でした。 
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・計画立案のビジネスモデルキャンバスや収益モデル、事業計画・財務計画の

内容について知ることができた。 

・収益モデルについて自分たちが計画した事業を細かくする事でなんか楽し

さがあった。 

・講師の話を聞きお金の回りについて深く知ることができた。 

・難しいことが多かったけど、グループで意見出し合いながら取り組めたので

良かったし、これからに活かしていけそうだなと思いました。 

・参加できてない部分もあって理解までは出来がなかったけど計画の立て方

とかがわかった。 

・やってることが何かあまり分からなかった。 

・もっと深堀りしたかった。 

・DAO ついて知れて楽しかった。 

・起業の知識がついた 

・起業、DAO についてグループで沢山話し合ったことで積極的に発言するこ

とになって楽しかった。 

・ビジネスではどうしてもお金が必要になってきて、しっかり計画を立てるこ

とが重要だとわかりました。 

・ありがとうございました。 

・どうしても収益よりも費用がかかってしまうので、その中でどんな風に収益

を募っていくのかがとても重要で難しいことだと感じることが出来まし

た。 

・事業にする上での収益モデルを知ることができてよかった。 

・簿記を通じて、P/L や、B/S の重要さは、わかった上で、改めて起業するこ

との大変さをわかった。 

・キャッチフローという言葉は聞いた事あったけど内容が詳しく分からなか

ったが、最後の説明でどれだけ大切なことか理解することが出来ました。 

・事業計画を作るのに、資金繰りやプランをしっかり練ることの大切さを知っ

た。 

 

 上記の結果から、起業や新規事業計画の立案、DAO という新しい形での組織・

ビジネスについての学習の中で難しさを感じながらも、いい学びになったとい

う感覚を持った学生が多かったことが分かる。なお、1 名公欠により最後の授業
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のみの参加だった学生がおり、そのため「やってることが何かあまり分からなか

った。」という感想に反映されている。 

 さらに起業への意欲についてもアンケートを実施した。ここではオリエンテ

ーションと STEP１が終わってこれからビジネスアイディアを立案していくと

いう 2 日目（17 名回答）と実証講座最終日の終わり（20 名回答）にそれぞれと

ったアンケートである。2 日目にとったアンケートは「現在起業に興味はありま

すか。」という質問項目で、「とても興味がある」「興味がある」「あまり興味はな

い」「ほとんど興味はない」の 4 つの選択肢から選ぶ。最終日にとったアンケー

トは「起業・スタートアップに興味がわきましたか。」という質問で、「興味がわ

いた」「少し興味がわいた」「興味がわかなかった」の 3 択となっている。その結

果は以下のようになった。 

 

⑩現在起業に興味はありますか。 

 

⑪起業・スタートアップに興味がわきましたか。 
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実証講座を開始からそれほど立っていない時点では、75%以上の学生が起業に

興味を持っていない状況であった。しかし、実証講座が終了した時点では、85%

の学生が起業に一定以上の興味を持ったことが分かった。実証に参加した専門

学校那覇日経ビジネスのキャリアビジネス科は、企業の経理などのバックオフ

ィス部門や公務員などを志す学生が比較的多い。そういった志向性の高い学生

たちにおいて、起業・スタートアップへの興味を喚起することができたという点

でも、本実証講座と教育プログラムは成果を上げることができた。 

 

 

第２節 体制の構築 

 

事業では学生（卒業生も含む）と専門学校、講師、企業、業界などによるネッ

トワーク体制を構築することを目指しており、その方法として DAO を想定した。

今年度に Discord で DAO 環境を構築し、実証講座の際には担任の教員、実証講

座の講師、企業の経営者、業界団体の役員、税理士など合計 6 名のコントリビュ

ーターが参加した。 

Discord が一般的に広く使用されている SNS であるため、DAO への参加に際

して複雑な登録やプロセスを経る必要はない。一度この DAO に参加すれば自ら

の意思で抜けない限りは、内部の情報を閲覧することができるため、参加した学

生やコントリビューターは連携の体制を継続することができる。今後はこの

DAO によるネットワーク体制の中で、リワードトークンをどのように設定して

いくかといったことを検討しながら、今後 PBL を含む教育プログラムや DAO

の教育環境を導入する専門学校とその学生・教員を支援していきたい。 
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第４章 総括 
 

 当財団は、専門学校のビジネス系学科において、WEB3 や AI といった最先端

のテクノロジーを活用して新たなビジネスの創出や、従来のビジネスモデルに

変革を起こす起業家である「スタートアップ DX 人材」を養成する教育プログラ

ムを開発するために、今年度から本事業を開始した。最終年度となる今年度は、

主に開発・実証の 2 種類の取り組みを行った。 

 開発では、「スキル標準の改善と修正」「カリキュラム導入モデルの作成」「シ

ラバスの作成」「教材の改訂と追加開発」「オンライン協調学習環境のアップデー

ト」の 5 種類の取り組みを行った。「スキル標準の改善と修正」では、スタート

アップに関わるビジネススキルと身に着けておきたい知識の項目を再度精査・

詳細化し、スキル標準の全体版を完成させた。「カリキュラム導入モデルの作成」

では、本事業で開発する教育プログラムを専門学校に導入するための方法とし

て、3 種類のモデルを提案した。「シラバスの作成」では、本事業で開発した教

材を使用する科目のシラバスを作成した。「教材の改訂と追加開発」では、PBL

教材「DAO による地方創生 PBL」、ケーススタディ教材「地方創生 DAO ビジネ

ス事例研究」、講義教材「「スタートアップ人材のための DAO」「ビジネスフレー

ムワーク講義」「ビジネスフレームワーク：ケーススタディ」「地方創生とは何か」

の改訂・追加開発を行った。そして、「オンライン協調学習環境のアップデート」

では、Discord によるオンライン協調学習環境のアップデートを行った。 

 実証では、PBL 教材「DAO による地方創生 PBL」、「ビジネスフレームワーク

講義」の教材と Discord によるオンライン協調学習環境を活用して、本事業の

連携組織参画校で実証講座を行った。また、学生（卒業生も含む）と専門学校、

講師、企業、業界などによるネットワーク体制を構築する目的で、Discord 内の

DAO 環境をさらに整備した。 

2 年間という短い期間での事業であったため、昨年度は調査と教材・オンライ

ン協調学習環境の試作と位置づけだった。それを基盤として、今年度は本格的な

教材開発と Discord による DAO 型のオンライン協調学習環境構築を実施するこ

とができた。事業期間終了後には、まず本事業の連携組織参画校からニーズに応

じて教育プログラムやオンライン協調学習環境を導入し、専門学校におけるス

タートアップ教育の充実に貢献していきたい。 



附録１ 

スタートアップDX人材スキル標準
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◎スキル標準の分類表 

分野 知識・スキル群 知識・スキル項目 

スタートアップ 

ビジネス知識 

市場分析力 

競合分析力 

ビジネスモデルの構築 

デザイン思考 

ユーザーニーズの理解 

問題定義 

発想 

プロトタイプとテスト 

コミュニケーションと 

チームワーク能力 

コミュニケーションスキル 

フィードバック能力 

協力と共感能力 

調整能力 

イノベーションと問題解決能力 

創造力 

問題分析力 

柔軟性と適応力 

プロジェクトマネジメントと 

時間管理のスキル 

計画立案能力 

タイムマネジメント 

リーダーシップ 

技術 

WEB3 

WEB3 知識 

スマートコントラクトと開発 

トークンエコノミーとビジネスモデル 

法規制と倫理 

WEB3 マーケティングとコミュニティ運営 

AI 等の先端技術 

AI 知識 

データ活用と開発 

AI ビジネスモデルと応用事例 

法規制と倫理 

AI マーケティングと導入推進 
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◎スタートアップ分野の知識・スキル群 

分野 概要 

ビジネス知識 

スタートアップでは、市場の特性を理解し、競争環境を分析した上で、

独自のビジネスモデルを構築する必要があり、事業成功のためには、

データに基づいた戦略立案が不可欠である。 

 

具体的なスキル項目とその根拠： 

⚫ 市場分析力：ターゲット市場の規模や成長性、顧客ニーズを把握

するために必要。スタートアップが成功するかどうかを左右する

重要なスキル。 

⚫ 競合分析力：市場内でのポジションを明確にし、差別化戦略を立

案するために不可欠。 

⚫ ビジネスモデルの構築：収益化の仕組みを設計し、持続的に成長

できる仕組みを作るために必要。 

デザイン思考 

イノベーションを生み出すためには、ユーザー中心の思考が不可欠。

デザイン思考を活用することで、ユーザーニーズに基づいた新しい価

値を創造できる。 

 

⚫ ユーザーニーズの理解：顧客の課題を深く理解し、価値提供の方

向性を決めるために重要。 

⚫ 問題定義：本質的な課題を特定し、的確なソリューションを開発

するために必要。 

⚫ 発想：創造的なアイデアを生み出し、新しいビジネス機会を創出

するために必須。 

⚫ プロトタイプとテスト：アイデアを具現化し、迅速に市場適応を

図るための手法。 

コミュニケーションと 

チームワーク能力 

スタートアップでは、限られたリソースの中でチームワークを最大限

に活かし、協力しながら課題を解決する力が求められる。 

 

⚫ コミュニケーションスキル：メンバーや投資家、パートナーとの

円滑な対話を通じて、ビジョンを共有し、信頼関係を築くために

必要。 

⚫ フィードバック能力：チーム内での成長を促し、プロダクトや業

務改善を継続的に行うために不可欠。 

⚫ 協力と共感能力：多様なバックグラウンドのメンバーと協力し、

相互理解を深めるために重要。 
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⚫ 調整能力：異なる意見や利害関係を調整し、チームとしての最適

な意思決定を行うために必要。 

イノベーションと 

問題解決能力 

スタートアップは常に不確実性の中で意思決定を行う必要がある。問

題解決力と創造力を駆使しながら、新しいビジネス機会を開拓するこ

とが求められる。 

 

⚫ 創造力：独自の視点から新しいアイデアを生み出し、市場での競

争優位性を確立するために必要。 

⚫ 問題分析力：データや事実に基づいて課題の本質を見極め、解決

策を立案するために不可欠。 

柔軟性と適応力：変化の激しい市場環境に適応し、事業の方向転換（ピ

ボット）を適切に行うために重要。 

プロジェクトマネジメントと

時間管理のスキル 

限られたリソースの中で効率的にプロジェクトを進め、適切に時間を

管理することは、スタートアップにとって必須のスキルである。 

 

⚫ 計画立案能力：スタートアップの成功には、実現可能な計画を策

定し、適切な進行管理を行う力が必要。 

⚫ タイムマネジメント：限られた時間の中で優先順位を決め、効率

的にタスクを進める能力が求められる。 

⚫ リーダーシップ：チームを率いて、困難な状況でも方向性を示し

ながら、成果を最大化するために不可欠。 

 

・レベル定義 

レベル 定義 

3 新規ビジネス立案に活用できる 

2 実際のビジネスに応用できる 

1 基礎的なことを知っている 

 

・スタートアップ > ビジネス知識 

知識・スキル項目 レベル 説明 

市場分析力 
３ 

・ 複数の市場データを総合して、将来の市場動向を予測できる 

・ データ分析をもとに、市場の課題を特定し、ビジネスチャン

スを明確にできる 

・ 新規市場への参入戦略や、事業拡大に向けた提案を作成でき

る 

２ ・ PEST、3C、SWOT 分析を用いて、特定の市場を構造的に分
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析できる 

・ 顧客ニーズや市場動向をリサーチし、定性的・定量的なデー

タに基づいたレポートを作成できる

・ 市場におけるギャップや未開拓の機会を見つけることがで

きる

１ 

・ 市場規模、成長率、トレンドなどの基本的な指標を理解でき

る

・ PEST 分析や 3C 分析など、基本的なフレームワークの意味

を知っている

・ 市場における主要なプレイヤーを把握できる

競合分析力 

3 

・ 複数の競合を分析し、市場内でのポジショニングマップを作

成できる

・ 競合の未対応領域（ホワイトスペース）を発見し、そこを狙

ったビジネス戦略を立案できる

・ 競合の動向をモニタリングしながら、持続的な競争優位を確

立する方法を提案できる

2 

・ 競合のビジネスモデル、価格戦略、マーケティング施策を分

析できる

・ 競合との比較表を作成し、自社の優位性や改善点を示せる

・ 競合の成長要因やリスク要素を特定し、自社戦略に反映でき

る

1 

・ 主要競合の製品・サービスや市場での立ち位置を把握できる

・ 競合分析の基本的なフレームワーク（SWOT 分析、ファイブ

フォース分析など）を知っている

・ 競合の強み・弱みを簡単に説明できる

ビジネスモデルの構

築 

3 

・ 斬新なビジネスモデルをゼロから構築し、実現可能性を説明

できる

・ 収益性・成長性・持続可能性を考慮したビジネスモデルを提

案できる

・ ピボット（方向転換）を含め、柔軟なビジネスモデルの改良

を行える

2 

・ 自らビジネスモデルキャンバスを作成し、収益化の仕組みを

具体化できる

・ 顧客セグメントに合わせた価値提案を明確にし、具体的なサ

ービス・製品設計に落とし込める

・ ビジネスモデルのリスクや課題を特定し、解決策を検討でき
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る 

1 

・ ビジネスモデルキャンバスやリーンキャンバスの基本的な

項目を理解できる

・ 既存のビジネスモデルを簡単に説明できる

・ 収益構造やコスト構造の基本を理解している

・スタートアップ > デザイン思考

知識・スキル項目 レベル 説明 

ユーザーニーズの理

解 

３ 

・ ユーザーインサイトを深掘りし、ビジネスチャンスにつなが

る発見を導き出せる

・ ユーザーリサーチ結果を基に、新しいサービスやプロダクト

の企画を立案できる

・ 多様なユーザー視点を統合し、包括的な価値提案を設計でき

る

２ 

・ エスノグラフィーやユーザー観察を通じて、潜在的なニーズ

を特定できる

・ ペルソナやカスタマージャーニーマップを作成し、ユーザー

行動を可視化できる

・ 複数のユーザー視点から、共通の課題やギャップを抽出でき

る

1 

・ ユーザー中心設計（UCD）の基本概念を理解している

・ インタビューやアンケートの基本的な手法を知っている

・ ユーザーの表面的なニーズや不満を把握できる

問題定義 

3 

・ ビジネスの視点とユーザーの視点を統合し、イノベーション

につながる課題を定義できる

・ 複雑な問題を分解し、解決可能なサブ課題にブレイクダウン

できる

・ 課題定義を基に、戦略的なプロジェクトを立案できる

2 

・ ユーザーインサイトから、本質的な課題を言語化できる

・ 「How Might We（HMW）文」を作成し、解決の方向性を

示せる

・ 課題の優先順位をつけ、影響度や実現可能性を評価できる

1 

・ デザイン思考における「問題定義（Define）」の重要性を理

解している

・ ユーザーの不満や課題をリストアップできる

・ 「5W1H」を用いて、課題を明確化できる
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発想 

3 

・ 発想段階からビジネスモデルにつながる実践的なアイデア

を創出できる

・ 革新的なアイデアを具体的な事業計画に落とし込める

・ アイデアを評価・選定し、実行可能性と市場価値を検証でき

る

2 

・ チームでの創造的なアイデア出しをリードできる

・ SCAMPER 法やアナロジー思考を用いて、多角的にアイデア

を発展できる

・ ユーザーニーズに基づいた実現可能なコンセプトを複数提

示できる

1 

・ ブレインストーミングやマインドマップなどの発想法を知

っている

・ アイデア発想の際、批判を控え、多様な意見を受け入れる姿

勢がある

・ 他社事例を参考にしながら、新しいアイデアを考えられる

プロトタイプと 

テスト

3 

・ 高精度なプロトタイプを作成し、実際のユーザー環境でテス

トできる

・ テスト結果を分析し、製品化に向けた意思決定ができる

・ プロトタイプから MVP （Minimum Viable Product）を開発

し、実市場での検証を行える

2 

・ インタラクティブなプロトタイプ（デジタルやペーパープロ

ト）を作成できる

・ ユーザビリティテストを実施し、課題を特定できる

・ フィードバックを基に、プロトタイプを反復的に改善できる

1 

・ プロトタイプの目的と重要性を理解している

・ 簡易的なモックアップやスケッチを作成できる

・ テストの際に、基本的なフィードバックを収集できる

・スタートアップ > コミュニケーションとチームワーク能力

知識・スキル項目 レベル 説明 

コミュニケーション

スキル
３ 

・ 異なる立場の関係者と効果的に意思疎通を図り、合意形成が

できる

・ 多様な意見をまとめ、全体最適の視点でコミュニケーション

をリードできる

・ 複雑な課題をわかりやすく説明し、他者を巻き込んで行動を

促せる
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２ 

・ 状況に応じて、言葉のトーンや表現を調整できる 

・ 目的に応じたプレゼンテーションや報告ができる 

・ 相手の意見を受け入れつつ、建設的な議論ができる 

1 

・ 相手の話を注意深く聞き、適切に相槌や反応ができる 

・ 自分の考えを簡潔に伝えることができる 

・ 基本的なビジネスマナーに沿った言葉遣いができる 

フィードバック 

能力 

3 

・ チームメンバーの成長を促すフィードバックを継続的に行

える 

・ フィードバックを基にチームのパフォーマンス向上につな

げられる 

・ 異なる立場の関係者に対しても、適切かつ効果的にフィード

バックを実践できる 

2 

・ 具体的かつ前向きなフィードバックを、タイミングよく伝え

られる 

・ フィードバックの際、事実と主観を分けて伝えられる 

・ 他者からのフィードバックを柔軟に受け入れ、行動に反映で

きる 

1 

・ 他者の成果に対して簡単な感想や意見を伝えられる 

・ フィードバックを受け止め、自己改善に生かそうとする姿勢

がある 

・ 批判的にならず、建設的なフィードバックの重要性を理解し

ている 

協力と共感能力 

3 

・ 多様なメンバーをまとめ、強みを活かしたチーム作りができ

る 

・ 共感を基に信頼関係を構築し、協働によるイノベーションを

促進できる 

・ チーム全体のモチベーションを高め、成果につなげるリーダ

ーシップを発揮できる 

2 

・ チーム内で役割を分担し、互いにサポートしながら目標達成

を目指せる 

・ 他者の意見や感情に配慮し、円滑なコミュニケーションを図

れる 

・ チームメンバー間の摩擦を回避し、協力関係を維持できる 

1 

・ チーム活動に参加し、他者と協力して課題に取り組める 

・ 相手の立場を理解しようとする姿勢がある 

・ 基本的なチームワークの重要性を理解している 
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調整能力 

3 

・ 多様なステークホルダーの意見を取りまとめ、全員が納得す

る解決策を導ける 

・ プロジェクト全体の進行を見据えて、リソースやスケジュー

ルを最適に調整できる 

・ ビジネス環境の変化に応じて迅速に意思決定を行い、円滑な

運営を実現できる 

2 

・ 関係者間の利害を把握し、バランスを取りながら合意を得ら

れる 

・ プロジェクトの進行に伴う課題を事前に察知し、調整を図れ

る 

・ 柔軟な対応を通じて、チーム内外での連携を強化できる 

1 

・ 簡単なタスクやスケジュール調整を行える 

・ 意見の食い違いがあった場合、冷静に対応できる 

・ 基本的なビジネス調整の流れを理解している 

 

・スタートアップ > イノベーションと問題解決能力 

知識・スキル項目 レベル 説明 

創造力 

３ 

・ ゼロベースで革新的なビジネスアイデアを創出し、事業計画

に落とし込める 

・ 異業種や異分野の知識を融合し、新しい価値を生み出せる 

・ 創造的なアイデアを具体的なプロジェクトやプロトタイプ

に進化させられる 

２ 

・ 複数の視点からアイデアを生み出し、実現可能性を考慮でき

る 

・ SCAMPER 法やアナロジー思考を活用して、課題に対する創

造的な解決策を提案できる 

・ チーム内でのアイデア出しをリードし、発想を広げる役割を

担える 

1 

・ 新しいアイデアを考えることの重要性を理解している 

・ 既存の事例や成功例からヒントを得て、発想できる 

・ ブレインストーミングなどの基本的な発想法を知っている 

問題分析力 3 

・ 複雑なビジネス課題を多角的に分析し、戦略的な解決策を立

案できる 

・ データと仮説を組み合わせて、将来のリスクや機会を予測で

きる 

・ 問題解決のプロセスをチームで推進し、成果を創出できる 
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2 

・ ロジックツリーやフィッシュボーンダイアグラムを用いて、

問題の原因を構造的に分析できる

・ データや現場観察を通じて、問題の根本原因を特定できる

・ 複数の解決策を比較し、最適なアプローチを選択できる

1 

・ 課題を明確に認識し、基本的な「なぜ？」を考えられる

・ 5W1H を用いて、問題の概要を整理できる

・ 事実と推測を区別し、問題点を特定できる

柔軟性と適応力 

3 

・ 変化する市場環境に応じて、事業戦略を適応させられる

・ 多様なステークホルダーとの関係を柔軟に調整し、合意を形

成できる

・ 予期せぬ課題にも対応しながら、目標達成に向けた最善の方

法を見出せる

2 

・ 不測の事態に冷静に対応し、迅速に代替案を考えられる

・ チームやプロジェクトの進行に応じて、柔軟に行動を変えら

れる

・ 新しい技術や方法を積極的に学び、業務に取り入れられる

1 

・ 新しい状況に対して前向きな姿勢を持ち、変化を受け入れら

れる

・ 環境の変化に応じて、自分の役割や作業方法を調整できる

・ 基本的な課題に対して、複数の対応策を考えられる

・スタートアップ > プロジェクトマネジメントと時間管理のスキル

知識・スキル項目 レベル 説明 

計画立案能力 

３ 

・ 複雑なプロジェクトにおいて、リスク管理を含めた包括的な

計画を立案できる

・ 複数の関係者と連携しながら、長期的な戦略計画を策定でき

る

・ 計画変更が必要な場合でも迅速に対応し、プロジェクトを成

功に導ける

２ 

・ WBS（Work Breakdown Structure）を用いて、タスクを

具体化・細分化できる

・ マイルストーンを設定し、進捗を可視化できる

・ リソースやコストを考慮した現実的なプロジェクト計画を

作成できる

1 
・ プロジェクトの目的と基本的な進行方法を理解している

・ タスクをリスト化し、簡単なスケジュールを作成できる
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・ 計画と実行の重要性を理解し、計画に基づいて行動できる

タイム

マネジメント

3 

・ 複数のプロジェクトや業務を同時に管理し、全体の進行を最

適化できる

・ 時間配分の見直しを継続的に行い、生産性を最大化できる

・ チーム全体のスケジュールを調整し、各メンバーが効率的に

作業できる環境を整えられる

2 

・ 緊急度と重要度に基づいてタスクを優先順位付けできる（ア

イゼンハワーマトリックスの活用）

・ タスクにかかる時間を見積もり、計画的に進行できる

・ 突発的なタスクが発生しても、計画を調整しながら効率的に

業務を進められる

1 

・ 1 日のタスクをリスト化し、優先順位をつけて取り組める

・ 締め切りを守ることの重要性を理解している

・ 基本的なスケジュール管理ツール（カレンダー、ToDo リス

トなど）を使用できる

リーダーシップ

3 

・ 複数の関係者を巻き込み、共通の目標に向けて組織をリード

できる

・ チーム内外の意見を調整し、合意形成を図りながらプロジェ

クトを推進できる

・ 変化や困難な状況においても、チームを鼓舞し、成果を達成

に導ける

2 

・ チームの目標を明確に設定し、役割を適切に割り振れる

・ メンバーの強みを活かしながら、成果に向けた行動を促進で

きる

・ 進捗を定期的に確認し、問題発生時には迅速に対処できる

1 

・ チーム内で積極的に意見を出し、協力的な姿勢を持てる

・ 簡単なタスクや小規模なグループ活動をリードできる

・ メンバー間の役割分担の重要性を理解している

◎技術分野の知識・スキル群

分野 概要 

WEB3 

WEB3 は、分散型技術（ブロックチェーン、スマートコントラクト、

トークンエコノミー）を活用して新しいビジネスモデルやサービスを

構築するための基盤となっている。従来の中央集権型インターネット

と異なり、ユーザー主権や分散型アーキテクチャが特徴であり、新た

なイノベーションを生み出す可能性を秘めている。スタートアップや
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先端技術分野での事業展開において、WEB3 の理解と活用は重要なス

キルである。

具体的なスキル項目とその根拠： 

⚫ WEB3 知識：WEB3 の基本概念（分散型アプリケーション、DeFi、

NFT、DAO など）を理解することで、新しいビジネス機会を創

出できる。

⚫ スマートコントラクトと開発：Ethereum や Solidity などを活用

したスマートコントラクトの設計・実装能力は、分散型アプリケ

ーション（DApps）を開発する上で必須。

⚫ トークンエコノミーとビジネスモデル：トークン発行、ガバナン

ス、報酬設計などを理解し、持続可能な経済圏を構築できる。

⚫ 法規制と倫理：WEB3 関連技術には規制の整備が進行中であり、

コンプライアンスを遵守することが成功の鍵となる。

⚫ WEB3 マーケティングとコミュニティ運営：WEB3 では、従来

の広告・集客モデルと異なり、DAO （分散型自組組織）やコミュ

ニティ主導のマーケティングが重要。エンゲージメントを高める

ための知識と戦略が必要。 

AI 等の先端技術 

AI（人工知能）技術の進化は、あらゆる業界に変革をもたらしており、

データ活用の高度化、自動化、意思決定の最適化を実現している。AI

を活用したビジネスの成功には、技術的な理解に加え、適切なビジネ

ス適用、倫理的配慮、規制対応が求められる。

⚫ AI 知識：機械学習、ディープラーニング、自然言語処理（NLP）、

画像認識などの基本概念を理解し、活用の可能性を探る。

⚫ データ活用と開発：AI の基盤となるデータの収集・分析・管理

技術を学び、データドリブンな意思決定を行うスキル。

⚫ AI ビジネスモデルと応用事例：AI を活用したプロダクト・サー

ビスの事例を学び、自社ビジネスへの応用を考える。

⚫ 法規制と倫理：AI 技術の発展に伴い、プライバシー保護やバイ

アスの排除などの倫理的・法的問題が重要となるため、適切な対

応が必要。 

⚫ AI マーケティングと導入推進：AI を活用したデジタルマーケテ

ィングの手法（パーソナライズ広告、チャットボット、予測分析

など）を習得し、ビジネスの成長につなげる。
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・技術 > WEB3

知識・スキル項目 レベル 説明 

WEB3 知識 

３ 
・ WEB3 技術が既存ビジネスに与える影響を分析し、新たなビ

ジネス機会を特定できる

２ 

・ WEB2.0 との違いを具体的な事例で説明でき、主要な WEB3

サービス（MetaMask、OpenSea、Uniswap など）を実際

に操作できる 

１ 
・ WEB3 の基本概念（ブロックチェーン、暗号資産、NFT、DeFi

など）を理解し、主要な用語を説明できる

スマートコントラク

トと開発

3 
・ ビジネスモデルに合わせたスマートコントラクトを設計し、

テストネット上で実証実験を行える

2 
・ 開発環境（Remix、Hardhat など）を使って簡単なスマート

コントラクトをデプロイできる

1 ・ スマートコントラクトの仕組みを理解し、役割を説明できる

トークンエコノミー

とビジネスモデル 

3 
・ 新規ビジネスに適したトークンエコノミーを設計し、インセ

ンティブ構造を含めた運用計画を立案できる

2 
・ 既存のトークンエコノミー事例を分析し、特定のビジネスに

おける活用方法を提案できる

1 
・ トークンの種類（ユーティリティトークン、ガバナンストー

クンなど）と基本的な役割を理解できる

法規制と倫理 

3 
・ WEB3 ビジネスに関連する法規制と倫理的課題を考慮し、ビ

ジネスモデルやプロジェクト計画に反映できる

2 
・ 実際のビジネス活動において法的リスクを回避し、コンプラ

イアンスを遵守するための対策を講じられる

1 
・ 国内外の基本的な法規制（暗号資産取引、NFT の所有権な

ど）について理解し、関連するリスクを説明できる

WEB3 マーケティン

グとコミュニティ運

営 

3 
・ ビジネスの目的に応じたマーケティング戦略を策定し、トー

クンを活用したエンゲージメント施策を展開できる

2 
・ 実際にコミュニティを運営し、ターゲット層を特定して参加

者を増やす施策を実行できる

1 
・ WEB3 コミュニティの役割と主要なプラットフォーム

（Discord、X など）を理解できる
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・技術 > AI 等の先端技術

知識・スキル項目 レベル 説明 

AI 知識 

３ 
・ AI 技術を活用して既存ビジネスを改善したり、新たなビジ

ネス機会を特定・提案できる

２ 
・ 主要な AI サービス（ChatGPT、Google Colab、Stable

Diffusion など）を操作し、業務の一部で活用できる

１ 
・ AI の基本概念（機械学習、深層学習、自然言語処理、画像認

識など）を理解し、主要な用語を説明できる

データ活用と開発 

3 
・ ビジネス課題に即したデータ分析・モデル開発を行い、実証

実験（PoC）を設計・実施できる

2 
・ Python などを用いて簡単な機械学習モデルを構築し、分析

結果を基に意思決定を支援できる

1 
・ データ収集、クリーニング、前処理の基本的な手順を理解し、

データの可視化ができる

AI ビジネスモデルと

応用事例 

3 
・ 新規ビジネスに AI を組み込んだビジネスモデルを設計し、

実現可能性を評価できる

2 
・ 具体的な業界や業務における課題を特定し、AI 活用による

解決策を提案できる

1 
・ AI の代表的な活用事例（医療、教育、製造、金融など）を理

解し、概要を説明できる

法規制と倫理 

3 
・ 新規ビジネスの設計段階で法規制や倫理的配慮を反映し、リ

スク回避のための施策を立案できる

2 
・ 実際のビジネスにおいて、個人情報保護や知的財産権を遵守

した AI 活用ができる

1 
・ AI に関する基本的な法規制や倫理的課題（GDPR、AI 法案

など）を理解し、リスクを説明できる

AI マーケティングと

導入推進 

3 
・ AI を用いたマーケティング戦略を設計し、新規事業やプロ

ジェクトに組み込むことができる

2 
・ 実際のマーケティング活動において、データ分析を基にした

施策の立案と効果測定ができる

1 
・ AI を活用した基本的なマーケティング手法（レコメンド、タ

ーゲティングなど）を理解できる
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附録２ 

「DAOによる地方創生 PBL」 

教材・回答例・指導ガイド 
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附録３ 

「地方創生DAOビジネス事例研究」 

教材・回答例・指導ガイド 
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「スタートアップ人材のためのDAO」（改訂版） 
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